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2022No.306

1月号

議会HP

・・・・・P2 〜 3

・・・・・・・・・・・・・P5 〜 9

・・・P10 〜 11

・・・・・・・・・・・・・P12

P12で取り組みを紹介

本年もよろしくお願いいたします。〜 議員一同 〜

時代に合わせた

　　　　　お寺を目指す

風力発電施設事業継承へ
一般質問９名
議会改革度ランキング637位へ
かがやくまちのひと
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臨 時 会

11月
臨時会

　2003年から始まった町営の風力発電事業。その後、落雷などによる故障が相次ぎ、 2020年には稼動していた最後の風車が停止しました。動力のための電気代
や点検費用などの維持管理費に年間約1000万円がかかり続けるため、町では撤去の方向 で検討が進められてきましたが、風車撤去を含む事業継承を望む民間企業が
あり、議会は10回に及ぶ全員協議会の中で、町・民間企業側と議論を重ねました。

これまでの主な質疑
　2018年12月から町営風車の無償譲渡と新規風車の建設などについて、議会と町・民間
企業が議論を重ねてきた。

町営風力発電施設 民間へ事業継承
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　第１回目の説明（2018年12月11日）では、
日立製の風車（出力1870kw）を４基建設する
と聞いていたが変更があったのか？
　また、県の環境影響調査は必要ないか。

議会からの質疑

　日立が製作を中止したのでエネルコン製（ド
イツ）の３基に換えた。出力は3000kwで高さ
は121m。新設の風車と近隣施設の最近接距離
は、アニマルキングダムが245m、稲取保育園
が591mとなる。県の環境影響調査は第２種事
業のため必要がない。

町 ・民間企業の回答

　他の事業者に譲渡された場合、協定書は継承
されるのか。

　仮に事業譲渡となった場合でも、協定が継承
されることが前提である。

議会からの質疑 町・民間企業の回答

　近隣施設や稲取保育園、風下の片瀬・白田地
区住民に騒音や低周波音、シャドーフリッカー
などの被害が出ないか。

　風況調査の結果から、風車により発生する騒
音や低周波音が、近隣施設を含めた周辺住民に
対して悪影響を及ぼす可能性は低いと認識して
いる。シャドーフリッカーについては海外の基
準を参考に推算したが、これも大きな問題はな
いと評価している。

議会からの質疑 町・民間企業の回答

　町長は、住民や議会の納得が得られなければ
やらないと言ってきたが、住民説明会はいつ行
うのか。

　10月13日に行う。定員を25名とし、事前申
し込み制とする。

議会からの質疑 町・民間企業の回答

　新設の風車への町としての関わりは。また、
企業側に倒産や転売のおそれはないか。その際
は撤去されずに放置されるのではないか。

　町有地を貸し付け、その地代の一部を出資す
る形で考えている。撤去費用の積み立てについ
ては国も報告を義務付けており、問題はないと
考えている。

議会からの質疑 町・民間企業の回答
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　2003年から始まった町営の風力発電事業。その後、落雷などによる故障が相次ぎ、 2020年には稼動していた最後の風車が停止しました。動力のための電気代
や点検費用などの維持管理費に年間約1000万円がかかり続けるため、町では撤去の方向 で検討が進められてきましたが、風車撤去を含む事業継承を望む民間企業が
あり、議会は10回に及ぶ全員協議会の中で、町・民間企業側と議論を重ねました。

　民間企業より町有地貸付料（20年分一括前納）として
町に2,100万円の歳入を行い、そこから土地の一部を所有
する白田区へ分配金1,000万円、事業出資金として1,100
万円の歳出を行う補正予算案が上程され、賛成多数で可決
した。

事業出資金1,100万円可決

○事実に基づく調査データからは反対する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
部分は見受けられない。

○熱川の風車の頃より法整備も進み厳しい規制
となっている。

○協定書に住民の相談対応も明記される。

○出資により町が町民に対する責任の一部を担
う部分も出てくる。

○議会からの要望により協定書もでき、町民へ
の被害の予防・対応ができる。

主な賛成討論
○熱川の風車では、地域住民の生活や健康に影

響があった。それを繰り返してはならない。

○移住者・観光客は手つかずの自然を求めてい
る。

○今の風車の約２倍の大きさでは近隣施設の子
ども達や動物、従業員への影響が懸念される。

○地価の下落や転居する町民の増加が懸念され
る。

○風車による健康被害は医学的に立証されず、
救済措置がとられていない。

主な反対討論

〇賛成　×反対　

※議長は採決に加わらない　

町営風力発電施設 民間へ事業継承

議　案
採決結果

（賛成：反対）

楠
山
節
雄

笠
井
政
明

稲
葉
義
仁

栗
原
京
子

西
塚
孝
男

須
佐　

衛

村
木　

脩

内
山
愼
一

藤
井
廣
明

鈴
木　

勉

定
居
利
子

山
田
直
志

令和３年度一般会計補正予算 
（第 6 号） 可決（８：３） 〇 〇 ― 〇 〇 × 〇 × × 〇 〇 〇

※
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定 例 会

　　　12月
定例会

一 般 会 計 補 正 予 算 他 を 可 決
　令和３年第４回定例会は、12月７日から８日までの２日間の日程で
開かれ、専決承認２件、補正予算２件、条例・規約変更２件が提案され、
審議の結果すべて原案どおり可決されました。一般質問は１人60分以
内とし、９人の議員が登壇しました。

※クーポン画像はイメージです

　町内宿泊施設または大型
観光施設の利用客に対し、
飲食店や観光施設等で使用
可能なクーポン券を配布す
る。

600万円
クーポン券発行事業補助金1Pickup

　新型コロナウイルス感染症対策の一環として、
２か月分の給食費を無料化する。

460万円
小中学校児童生徒給食費負担金2Pickup

〇賛成　×反対　

※議長は採決に加わらない　

議　案　名 採決 
結果

楠
山
節
雄

笠
井
政
明

稲
葉
義
仁

栗
原
京
子

西
塚
孝
男

須
佐　

衛

村
木　

脩

内
山
愼
一

藤
井
葊
明

鈴
木　

勉

定
居
利
子

山
田
直
志

補正予算

専決承認第８号
令和３年度一般会計補正予算（第７号） 可決（11：0） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

専決承認第９号
令和３年度一般会計補正予算（第８号） 可決（11：0） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第56号
令和３年度一般会計補正予算（第９号） 可決（11：0） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第57号
令和３年度水道事業会計補正予算（第 4 号） 可決（11：0） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

条例・規約変更

議案第54号　消防団員の定員、任免、給与、服
務等に関する条例の一部改正 可決（11：0） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第55号　東河環境センター規約の一部変更 可決（11：0） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※
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ここが聞きたいここが聞きたい

楠
くす

山
やま

　節
せつ

雄
お

議員

改善が望まれる進入路

Ｑ

Ａ
旧大川小学校の利活用は
大川区の方向性がまもなく定まる予定

　
　
旧
大
川
小
学
校
の
利
活

用
は
。

　
　
現
在
大
川
区
で
利
活
用

の
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
お

り
、
区
長
の
諮
問
に
対
し
答

申
が
出
さ
れ
る
予
定
。

　
　
町
が
積
極
的
に
関
わ
る

こ
と
で
方
向
性
を
加
速
さ
せ

る
べ
き
で
は
。

　
　
地
元
の
利
用
内
容
が
決

ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
地
元

の
意
志
が
決
ま
っ
た
後
に
協

議
し
て
い
く
。

　
　
地
域
の
活
性
化
の
た
め

に
も
民
間
活
用
を
模
索
し
て

い
く
べ
き
で
は
。

　
　
民
間
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
も
あ
る
の
で
区
の
意
向
を

確
認
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
決
定
内
容
が
ど
う
で
あ

れ
、
進
入
道
路
の
整
備
が
不

可
欠
で
は
。

　
　
現
時
点
で
は
区
に
地
権

者
の
意
向
確
認
を
お
願
い
し

て
い
る
段
階
で
あ
る
た
め
、

町
が
関
わ
る
の
は
そ
の
後
に

な
る
。

ＱＱ ＡＡ

12 月 定 例 会
一 般 質 問

一般質問
議員が町の行財政全般にわたって執行機関に
疑問点をただし、所信の表明をもとめること。

楠 

山
　
節 

雄
　
議
員

　
■
旧
大
川
小
学
校
の
跡
地
等
の
利
活
用
に
つ
い
て

　
■
収
集
ゴ
ミ
の
有
料
化
後
の
対
応
に
つ
い
て

　
■
熱
小
プ
ー
ル
付
近
に
あ
る
桜
の
木
の
対
応
に
つ
い
て

栗 
原
　
京 

子
　
議
員

　
■
高
齢
者
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
に
つ
い
て

　
■
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

鈴 

木
　
　 
勉
　
議
員

　
■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て

定 

居
　
利 

子
　
議
員

　
■
公
共
交
通
事
業
に
つ
い
て

須 

佐
　
　 

衛
　
議
員

　
■
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
移
住
政
策
に
つ
い
て

　
■
里
親
制
度
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

藤 

井
　
廣 

明
　
議
員

　
■
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

笠 

井
　
政 

明
　
議
員

　
■
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

山 

田
　
直 

志
　
議
員

　
■
町
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　
■
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
つ
い
て

　
■
労
働
者
不
足
の
対
策
に
つ
い
て

西 

塚
　
孝 

男
　
議
員 

　
■
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
の
管
理
に
つ
い
て

　
■
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

そのほかの

質 問

ゴ
ミ
の
有
料
化
後
の
対
応
は

Ｑ
不
法
投
棄
の
対
策
や
ゴ
ミ
の
減

量
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
を

目
指
す

Ａ

Ｑ ＡＡ Ｑ
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一 般 質 問

鈴
すず

木
き

　勉
つとむ

議員

Ｑ

Ａ
マイナンバーカード申請手続きは
マイナポイントが最大２万円分もらえます

顔写真付きなので身分証にも

　
　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
も

ら
え
る
人
は
。

　
　
既
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
持
っ
て
お
り
、
第
一

弾
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
請

を
し
て
い
な
い
方
と
新
し
く

申
請
を
す
る
方
が
対
象
と
な

る
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
申
請
す
る
際
に
持
っ
て
い

く
物
は
。

　
　
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト

等
、写
真
付
き
の
物
は
一
点
、

保
険
証
、
年
金
手
帳
、
通
帳

等
、
写
真
が
な
い
物
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
二
点

の
本
人
確
認
物
が
必
要
。
ま

た
、
写
真
は
役
場
で
撮
影
可

能
。

　
　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
付

与
は
い
つ
か
ら
か
。

　
　
第
二
弾
の
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
は
、
令
和
４

年
１
月
１
日
か
ら
一
部
開
始

し
て
お
り
、
ポ
イ
ン
ト
付
与

に
つ
い
て
は
、
利
用
す
る
決

済
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
異
な
る
。

　
　
町
が
上
乗
せ
で
き
る
ポ

イ
ン
ト
は
。

　
　
地
域
商
品
券
を
配
布
で

き
る
か
検
討
す
る
。

　
　
こ
の
機
会
を
見
逃
さ
な

い
よ
う
町
民
へ
の
周
知
方
法

は
。

　
　
回
覧
、
メ
ー
ル
等
で
案

内
す
る
。

ＱＱ

Ａ

Ａ

Ｑ

栗
くり

原
はら

　京
きょう

子
こ

議員

Ｑ

Ａ
高齢者向けのスマホ教室は
まずは意向調査をしたい

電源の入れ方から始まる
初歩的なスマホ教室

　
　
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

進
む
中
、
ス
マ
ホ
教
室
な
ど

高
齢
者
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

は
。

　
　
ま
ず
は
高
齢
者
が
集
う

場
で
意
向
調
査
を
し
た
い
。

　
　
ス
マ
ホ
に
不
安
が
あ
る

層
、
不
必
要
と
考
え
る
層
そ

れ
ぞ
れ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、

行
政
側
か
ら
働
き
か
け
な
け

れ
ば
ス
マ
ホ
所
有
者
は
増
え

な
い
の
で
は
。

　
　
強
制
的
に
行
う
の
は
課

題
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
ガ
ラ
ケ
ー
は
数
年
後
に

は
使
え
な
く
な
る
。
そ
の
周

知
も
必
要
で
は
。

　
　
検
討
し
た
い
。

　
　
公
民
館
な
ど
の
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
環
境
整
備
は
。

　
　

コ
ス
ト
面
で
厳
し
い

が
、
公
民
館
は
防
災
拠
点
で

も
あ
る
た
め
、
臨
時
交
付
金

で
優
先
的
に
や
っ
て
い
き
た

い
。

　
　
総
務
省
の
特
設
サ
イ
ト

に
教
え
る
側
の
資
料
や
動
画

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
地
域

や
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
と
連
携
し

て
講
師
を
お
願
い
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
国
と
し
て
も
デ
ジ
タ
ル

格
差
の
解
消
は
強
く
推
進
し

て
い
る
。
動
向
を
注
視
し
た

い
。

ＱＱ

Ａ

Ａ

ＱＡ

そのほかの

質 問

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助

成
は

Ｑ
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い

Ａ

Ａ

ＱＱ Ａ

Ａ

ＱＱＡＡ



7 令和４年１月号 No.306 ひがしいず議会だより

ここが聞きたいここが聞きたい

町の
人口

転入 転出 出生 死亡 前年差

2019年

2020年

2021年

12,086

11,817

11,687
（10月まで）

581

521

491

597

547

447

41

26

17

216

269

191

－159

－269

－130

定
さだ

居
い

　利
とし

子
こ

議員

大川〜志津摩間
自主運行バス

Ｑ

Ａ
公共交通事業の運営・対策は
来年度以降、本格的に検討していく

須
す

佐
さ

　　衛
まもる

議員

2021年１月から10月までの合計で転入が転出を
上回っている

Ｑ

Ａ
アフターコロナの移住支援策は
空き家活用や就業支援の補助金を活用

　
　
自
主
運
行
バ
ス
の
町
の

負
担
が
１
千
１
８
１
万
９
千

円
で
あ
る
が
対
策
は
。ま
た
、

乗
降
客
調
査
は
。

　
　
大
川
～
志
津
摩
間
は
毎

日
５
往
復
半
運
行
し
て
お

り
、
令
和
４
年
度
か
ら
は
土

日
祝
日
の
運
行
を
取
り
や
め

る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

５
月
、
６
月
、
10
月
の
調
査

結
果
は
、
平
日
の
利
用
者
が

１
日
１
２
９
人
、
土
日
は
50

人
で
あ
る
。

　
　

乗
降
調
査
は
ど
こ
が

行
っ
た
か
。

　
　
職
員
が
１
日
バ
ス
に
乗

り
調
査
し
た
。

　
　
高
齢
者
の
買
い
物
難
民

や
免
許
証
返
納
等
の
問
題
が

あ
る
中
で
、
大
型
バ
ス
か
ら

小
型
バ
ス
や
集
合
タ
ク
シ
ー

に
変
更
す
る
考
え
は
。
ま
た

現
在
27
箇
所
あ
る
停
留
所
や

運
行
経
路
の
変
更
は
考
え
て

い
な
い
か
。

　
　
多
額
の
経
費
が
必
要
と

な
る
の
で
難
し
い
。
来
年
度

以
降
は
本
格
的
に
検
討
を
し

て
い
く
。

　
　
自
家
用
有
償
旅
客
運
送

制
度
の
取
り
組
み
は
。

　
　
自
主
運
行
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
事
業
が
あ
る
中
で
現
段

階
で
は
考
え
て
い
な
い
が
、

来
年
度
は
先
進
地
事
例
の
視

察
や
調
査
な
ど
、
研
究
を
し

て
い
き
た
い
。

ＱＡ

ＡＱＡ Ｑ

　
　
転
入
が
増
え
る
傾
向
に

あ
る
が
全
て
移
住
と
は
限
ら

な
い
。
ど
う
把
握
し
て
い
る

か
。

　
　
県
か
ら
転
入
の
分
析
を

す
る
よ
う
指
示
が
あ
り
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。

　
　
町
の
支
援
策
は
近
隣
市

町
と
比
べ
て
見
劣
り
は
し
な

い
が
、
伊
東
市
で
は
医
療
・

福
祉
・
保
育
関
連
に
就
職
を

希
望
す
る
U
タ
ー
ン
や
移
住

希
望
者
に
対
し
、
手
厚
い
支

援
を
行
っ
て
い
る
が
。

　
　
財
政
的
に
ゆ
と
り
が
な

い
。

　
　
町
内
の
宿
泊
業
者
や
農

業
者
等
に
繁
忙
期
の
人
手
不

足
を
懸
念
す
る
声
が
あ
る
。

人
材
バ
ン
ク
の
よ
う
な
仕
組

み
を
町
が
管
理
す
る
考
え

は
。
ま
た
、「
特
定
地
域
づ

く
り
事
業
協
同
組
合
」
に
町

が
支
援
す
る
形
も
考
え
ら
れ

る
が
。

　
　
組
合
に
支
援
す
る
形
は

考
え
ら
れ
る
。
検
討
を
進
め

る
べ
き
と
思
う
。

ＱＱ Ａ

Ａ

ＡＱ

そのほかの

質 問

里
親
制
度
に
つ
い
て
、
取
り
組

み
状
況
は

Ｑ
県
か
ら
権
限
移
譲
を
受
け
事
務

を
代
行
し
て
い
る

Ａ

ＡＱ
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一 般 質 問

今後人口がどんどん減少していく
※データ参照　RESAS-地域経済分析システムより

Ｑ

Ａ
出生数の対策は
国が取り組むべき政策

Ｑ

Ａ
任期中の誇れる実績は
伊豆東部総合病院を残せたこと

い
と
思
う
。

　
　
い
い
事
業
な
の
に
な
ぜ

施
政
方
針
演
説
や
報
道
機
関

を
入
れ
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
特
に
他
意
は
な
い
。

　
　
行
財
政
改
革
は
ど
う
進

ん
だ
か
。

　
　
役
場
の
職
員
数
を
こ
の

16
年
で
68
人
削
減
し
た
。
消

防
を
除
い
て
34
人
の
減
で
あ

る
。

　
　
人
口
減
や
観
光
客
の
大

幅
減
少
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
な
ど
失
わ
れ
た
16
年
間

で
な
か
っ
た
か
。

　
　
精
い
っ
ぱ
い
や
っ
た
。

失
わ
れ
た
16
年
と
は
思
わ
な

い
。

　
　
4
期
16
年
を
ど
う
総
括

す
る
か
。

　
　
大
き
な
社
会
変
動
と
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
施
策

を
確
実
に
実
行
し
た
。

　
　
就
任
後
す
ぐ
に
許
可
を

出
し
た
三
筋
山
と
熱
川
の
風

力
発
電
が
一
番
大
き
い
仕
事

で
は
。

　
　

風
力
発
電
は
い
い
こ

と
。
新
た
に
建
て
る
３
基
を

含
め
歴
史
の
評
価
を
受
け
た

Ａ

ＱＡ

ＱＱＡ

移転を引き留めた伊豆東部総合病院
（現：康心会伊豆東部病院）

　
　
人
口
減
少
対
策
と
し
て

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
。

　
　

人
口
減
少
対
策
と
し

て
、
移
住・定
住
促
進
施
策
、

出
産
・
子
育
て
支
援
へ
の
取

り
組
み
を
行
っ
た
。

　
　
出
生
数
が
予
想
よ
り
大

幅
に
少
な
い
が
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
こ
こ
２
年
間
の
出
生
数

が
大
き
く
減
少
し
た
大
き
な

原
因
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
流
行
だ
と
考

え
る
。
母
子
手
帳
交
付
件
数

な
ど
か
ら
来
年
も
出
生
数
の

回
復
は
見
込
め
な
い
。

　
　
平
成
29
年
３
月
議
会
で

の
答
弁
で
は
、
出
生
数
を
増

や
す
方
向
で
考
え
て
い
る
と

の
こ
と
だ
っ
た
が
、
現
状
は

減
少
し
て
い
る
。
乖
離
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

　
　

子
育
て
支
援
な
ど
を

行
っ
て
き
た
が
、
働
く
場
所

の
問
題
や
若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン

等
も
見
込
め
な
い
現
状
で
、

増
や
す
方
向
は
変
わ
ら
な
い

が
現
実
は
減
っ
て
い
る
。

　
　
今
後
の
対
策
・
ビ
ジ
ョ

ン
は
。

　
　
町
の
対
策
に
よ
っ
て
出

生
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
は

困
難
で
あ
り
、
国
が
取
り
組

む
べ
き
政
策
で
あ
る
と
考
え

る
。
今
後
、
人
口
が
減
る
こ

と
を
前
提
に
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
継
続
し
て
い
く
。

ＱＡ

ＱＡ

笠
かさ

井
い

　政
まさ

明
あき

議員

藤
ふじ

井
い

　廣
ひろ

明
あき

議員

ＱＡＱＡ

ＱＡ ＱＡ ＱＡ
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ここが聞きたいここが聞きたい

説明会の様子

Ｑ

Ａ
町民参加型の町政へ
第６次総合計画で

立ち入り禁止の
ツリーハウス

Ｑ

Ａ
クロスカントリーコースの管理は
多くの課がそれぞれの管理をしている

　
　
ス
マ
ー
ト
自
治
体
の
中

で
、
町
が
重
視
す
べ
き
こ
と

は
何
か
。

　
　
行
政
需
要
は
山
積
し
て

い
る
。
社
会
情
勢
が
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
す
る
中
で
、
事

業
の
緊
急
性
や
必
要
性
、
費

用
対
効
果
等
を
検
討
し
、
迅

速
に
対
応
を
図
る
こ
と
を
重

視
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　
　
変
化
や
ニ
ー
ズ
が
多
様

化
す
る
中
で
は
、
広
聴
活
動

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と

考
え
る
が
。

　
　
そ
こ
は
私
も
同
じ
よ
う

に
考
え
て
い
る
。

　
　
「
財
政
」
や
「
小
中
一

貫
教
育
」「
ご
み
の
有
料
化
」

等
、
各
説
明
会
に
町
民
は
な

ぜ
怒
り
や
不
信
感
を
持
っ
た

か
。

　
　
日
頃
か
ら
意
見
を
聞
く

機
会
を
設
け
て
お
り
、
怒
り

や
不
信
感
を
持
っ
た
と
は
感

じ
て
い
な
い
。

　
　
町
が
決
め
て
、
町
民
に

は
説
明
で
と
い
う
や
り
方
で

は
、
怒
り
や
不
信
感
が
生
ま

れ
る
。
町
民
が
決
定
に
参
加

で
き
る
場
を
作
る
な
ど
従
来

の
開
か
れ
た
行
政
か
ら
町
民

参
加
型
の
行
政
へ
の
転
換
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
町
民
参
加
型
の
行
政
は

必
要
だ
と
思
う
。
こ
れ
か
ら

作
る
第
６
次
総
合
計
画
に
入

れ
る
事
を
考
え
た
い
。

Ａ ＱＡ ＡＱ

ＱＡＱ

　
　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
の
管
理
は
ど
の
部
署

が
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
教
育
委
員
会
事
務
局
、

建
設
整
備
課
及
び
観
光
産
業

課
な
ど
多
く
の
課
が
そ
れ
ぞ

れ
の
管
理
を
し
て
い
る
。

　
　
芝
生
が
枯
れ
て
い
る
の

は
。

　
　
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
掘
り

起
こ
し
が
広
範
囲
に
及
ん
で

い
る
た
め
。
町
民
か
ら
の
連

絡
の
都
度
、
な
ら
し
て
い
る

が
、
追
い
つ
か
な
い
状
況
。

　
　
コ
ー
ス
内
の
枯
枝
な
ど

の
散
乱
は
。

　
　
以
前
、
災
害
等
で
集
め

ＡＱ

西
にし

塚
づか

　孝
たか

男
お

議員

山
やま

田
だ

　直
なお

志
し

議員

そのほかの

質 問

地
域
支
援
員
の
配
置
を

Ｑ
考
え
て
い
な
い

Ａ

そのほかの

質 問

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
は

Ｑ
ま
だ
早
い
の
で
し
て
い
な
い

Ａ

た
倒
木
を
ま
と
め
て
「
ウ
ッ

ド
チ
ッ
プ
」
に
し
て
コ
ー

ス
に
撒
い
た
経
緯
が
あ
る
。

コ
ー
ス
に
良
い
と
思
っ
た
が

想
定
よ
り
大
き
か
っ
た
た
め

に
歩
き
に
く
く
な
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

　
　
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
が
ま
た

使
用
禁
止
に
な
っ
て
い
る
が

ど
う
す
る
の
か
。

　
　
支
柱
の
腐
食
に
よ
り
、

事
故
防
止
の
観
点
か
ら
使
用

禁
止
に
し
て
い
る
。

　
　
修
理
を
す
る
の
か
。

　
　
建
設
業
者
と
協
議
し
、

安
全
面
の
確
保
を
図
っ
た
う

え
で
再
開
し
た
い
。

Ａ

Ａ

Ｑ

ＱＱＡ

ＱＡ
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議会改革特別委員会

〇議決に対する責任を明確にするため、採
決方法の見直しを行い、「異議なし」か
ら起立採決に変更した。

〇議員の情報共有を目的として、予算・決
算の審査を一つの特別委員会で行うこと
とした。

〇今までは所管委員会ごとに議案説明がさ
れていたが、議員が情報を共有するため、
全員で説明を受けるように変更した。

議会の役割を見直すこと
　これからは、聞いた町民の声を整理して、政策としてとりまとめていく取り組みが必要に
なる。また、デジタル化や広域化等で町の仕事の取り組み方も変わりつつある一方で、直に
町民と接し、町の様々な課題を提供し、その声を聞き、共により良い判断・選択ができるよ
う、合意形成の中でその役割をより高めていく必要がある。

議会改革の継続的な取り組みを推進すること
　今後の議会改革の取り組みは、議会運営委員会を中心としつつ、議員全員で取り組む。

議会運営の役割分担を整理すること
　協議や調整に関する常任委員会協議会の活動ができるようになったが、本会議や議会 
全員協議会、常任委員会等、議会本来の権能を有する機関との役割分担を整理する。

議会改革
特別委員会

　2019年９月に設置された議会改革特別委員会（議員全員で構成）は、「町民に開かれ た議会」を合言葉に、町民にわかりやすい議会を目指して議会改革に取り
組んできました。その結果、地方議会を対象とした早稲田大学マニフェスト研究所議会改 革調査部会による議会改革度総合ランキングで2018年の1,357位から
2020年637位と評価され、議会運営の改革・改善が図られました。

議員全員での予算審査

議 会 改 革 度1,357 位から637位へ

議会活動の見直し3改革

今後の取り組み

議会改革の報告書はこちらから 

東伊豆町ホームページ≫町政・議会≫議会≫委員会の活動≫議会改革の取り組み



11 令和４年１月号 No.306 ひがしいず議会だより

　2019年９月に設置された議会改革特別委員会（議員全員で構成）は、「町民に開かれ た議会」を合言葉に、町民にわかりやすい議会を目指して議会改革に取り
組んできました。その結果、地方議会を対象とした早稲田大学マニフェスト研究所議会改 革調査部会による議会改革度総合ランキングで2018年の1,357位から
2020年637位と評価され、議会運営の改革・改善が図られました。

〇一般質問の見直しを行い、　一問一答方
式の導入と町長の反問権を認めた。

 
〇議場、委員会へのノートパソコンやタブ
　レット等の機器の持ち込みを認めること
　とした。

〇議会傍聴規則等の見直しを行い、手続き
や規制事項を無くし、本会議及び委員会
の傍聴をしやすくした。

〇広報編集委員の手による議会だ
よりの作成を行い、紙面の充実
に取り組んだ。

〇住民団体等と意見交換会を
行 い、 町 民 の 意 見 を 取 り 入
れた議会運営に取り組んだ。 
また、幼稚園児、小・中学生の
保護者には web アンケートを
使ったヒアリングを行った。

〇 YouTube にて一般質問の動画
を配信して、いつでも町民が視
聴できるようにした。

議会傍聴のルールを大きく変更

一般質問を YouTube にて配信

「東伊豆町議会　YouTube」 で検索

議 会 改 革 度1,357 位から637位へ

運営規則の見直し1改革

開かれた議会へ2改革
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Vol.8

金
かね

田
だ

　祥
しょう

道
どう

さん

　今回は、子供座禅会や御朱印さんぽ、お寺 de マル
シェなどに取り組む白田の東泉院　和尚　金田祥道さ
んを取材しました。

ひ
が
し
い
ず

議
会
だ
よ
り

令
和
４
年
１
月
20
日
発
行

【
発　

行
】

【
責
任
者
】

【
住　

所
】

東
伊
豆
町
議
会

議
長　

稲
葉
義
仁

〒
４
１
３
︱

０
４
１
１

【
編
集
】　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

【
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
】 

０
５
５
７
（
９
５
）
６
３
０
７

静
岡
県
賀
茂
郡
東
伊
豆
町
稲
取
３
３
５
４
番
地

議会広報編集委員会
委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

笠
井
政
明

栗
原
京
子

稲
葉
義
仁

西
塚
孝
男

藤
井
廣
明

山
田
直
志

編集後記
　
今
私
た
ち
の
町
は
、
子

ど
も
の
人
数
が
減
少
し
た

こ
と
で
、
幼
稚
園
や
小
・

中
学
校
を
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
か
話
し
合
い
を
し

て
い
る
。
そ
の
中
、
私
は

「
ど
の
子
も
子
供
は
星
」
と
い
う

書
を
読
ん
だ
。
先
生
も
親
も
、
点

数
の
低
い
子
ど
も
は
つ
ま
ら
な
い

子
ど
も
と
考
え
て
し
ま
う
傾
向
が

強
く
な
る
と
、
そ
の
子
し
か
持
っ

て
い
な
い
光
を
見
な
く
な
る
、
す

る
と
子
ど
も
の
光
は
消
え
、
ま
ば

た
き
を
や
め
て
し
ま
う
。
先
生

も
親
も
子
ど
も
の
個
性
の
星
を
天

い
っ
ぱ
い
に
輝
か
せ
よ
う
と
い
う

話
だ
っ
た
。

　
私
は
こ
の
町
で
育
つ
子
ど
も
た

ち
は
、
自
然
を
満
喫
し
て
こ
こ
で

し
か
体
験
で
き
な
い
こ
と
を
教
え

て
い
く
こ
と
が
一
番
で
は
な
い
か

と
思
う
。
一
人
ひ
と
り
が
ど
ん
な

花
で
も
大
輪
を
咲
か
せ
る
よ
う
に

見
守
り
た
い
、
町
の
宝
だ
か
ら
。
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マルシェでは地元の方々が足を運ぶ
※写真はコロナ前

︱
先
日
は
、「
お
寺
ｄ
ｅ
マ
ル

シ
ェ
」を
開
催
し
ま
し
た
が
。

　
御
檀
家
さ
ん
の
お
声
が
け

で
は
じ
ま
り
、
途
中
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
中
断
も
あ
り
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
10
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
大
き
な
こ
と
を
目

指
す
の
で
は
な
く
、
今
や
れ

る
こ
と
を
無
理
せ
ず
や
っ
て

い
く
と
い
う
気
持
ち
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
感
染
症
対
策
を
し
た
上
で

大
勢
の
方
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
き
、
友
人
や
久
々
に
会
え

た
、
話
せ
た
人
が
い
て
、
繋

︱
御
朱
印
さ
ん
ぽ
も
や
っ
て

い
ま
す
ね
。

　
地
元
の
方
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
都
会
の
方
が
随
分
来

て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
中
に
は
東
京
か
ら
繰
り

返
し
お
越
し
に
な
る
方
も
お

り
、
様
々
な
出
会
い
が
あ
り

ま
す
。

　
地
元
の
方
に
も
御
供
養
だ

け
で
な
く
、
心
を
落
ち
着
か

せ
る
場
、
リ
セ
ッ
ト
す
る
場

と
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
で

す
。

︱
お
寺
も
観
光
資
源
で
す

ね
。

　
そ
う
で
す
ね
。
で
も
、
地

元
の
方
に
も
っ
と
気
軽
に
来

て
ほ
し
い
で
す
。

︱
お
寺
は
、
昔
は
住
民
の
管

理
や
寺
子
屋
な
ど
地
域
の
中

心
で
し
た
ね
。

　
今
は
御
供
養
の
場
所
と
思

う
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で

︱
町
の
教
育
委
員
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
が
大
事
に
し
た
い

こ
と
、
伝
え
た
い
こ
と
は
。

　
人
そ
れ
ぞ
れ
、
笑
う
ツ
ボ

も
怒
る
所
も
違
う
。
あ
な
た

は
あ
な
た
、
私
は
私
、
あ
な

た
に
は
な
れ
な
い
け
ど
、
理

解
し
よ
う
と
す
る
努
力
は
で

き
る
。
自
分
を
大
事
に
す
る

人
は
、
他
人
も
大
事
に
で
き

る
。
そ
ん
な
こ
と
を
大
事
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
き
て
い
る
と
苦

し
い
と
き
悲
し
い
と
き
は
あ

る
け
れ
ど
、
人
生
は
白
田
川

の
流
れ
の
よ
う
な
も
の
で

す
。
周
り
を
気
に
し
て
漂
う

の
で
は
な
く
、
知
識
や
経
験

を
積
ん
で
大
き
な
本
流
と

な
っ
て
ほ
し
い
、
そ
ん
な
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

が
り
を
感
じ
て
も
ら
え
る
場

に
な
っ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。
し
ょ
う
か
。
お
寺
の
役
割
は

大
事
に
保
ち
な
が
ら
も
、
地

域
の
方
々
と
時
代
に
合
わ
せ

て
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
も
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。


